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第2 回定例市会9 月議会始まる

  柔義扇 謬
主に2 0 2 1 年度神戸市会計決算を審議す

る第2 回定例市会9 月議会が、9 月1 4 日が

ら1 0 月2 5 日の会期で始まりました。久元

市長への各会派の本会議代表質疑は9 月2 2

日（木）に、小林るみ子議員が行います。ま

た9 月2 6 日（月）からは、決算特別委員会

の局別審査が3 つの分科会に分かれて行わ

れます。

決算特別委員会は今回は、小林るみ子議

員（新社会党）とあわはら富夫議員（新社

会党）が第1 分科会、香川真二議員（神戸

志民党）が第2 分科会、浦上忠文議員（無所

属）と高橋ひでのり議員（無所属）が第3 分

科会を担当します。

本会議や局別審査の日程は日程表の通りで

す。決算特別委員会での、つなぐ議員団の質

疑時間は2 5 分と短いですが、ぜひ傍聴にお

越しください。決算特別委員会での質疑の時

間は日によって変わりますので、傍聴される

場合は、議員団事務局にお問い合わせくださ

 い。
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コロナ禍からの回復などで

実質| | 技黒字を確保

2 0 2 1 年度一般会計決算は、社会保障関係

経費や公債費などの義務的経費が増加した

一方、コロナ禍からの景気回復による法人

市民税増や消費回復による地方消費税交付金

増などで、財対策によることなく、実質収支

の黒字（約1 0 億円）が確保されました。
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歳入では、一般会計では、コロナ禍からの景

気回復で、譲与税・交付金（+ 2 0 . 0 % ) や地方

交付税（+ 2 0 . 6 % ) が増加した一方、令和2 年

度実施のコロナ対策での特別定額給付金などの

国庫支出金が減少（一 2 9 .  7 % ) し、歳入総額は

9 ,  3 2 2 億円と対前年度比7 5 5 億円の減（一7 .  7 % )

になりました。そのうち、市民税は個人市民税

が減少した一方で、業績回復などで法人市民税

が増加しました。

一方で歳出は、扶助費や人件費などの義務的

経費は増加した一方（+ 1 5 . 1 % ) 、投資的経費

が減（一 6 .  9 % ) 、さらにコロナ対策事業の変動

により物件費が減少し（一2 8 . 5 % ) 、総額は

9 , 2 3 5 億円に減少、対前年度比7 3 2 億円の減（一

7 .  3 % ) になりました。その中で、義務的経費（人

件費、扶助費、公債費の容易に削減できない経

費）は5 , 0 5 2 億円（5 4 . 7 % ) と、前年度4 , 9 8 3

億円( 5 0 .  0 % ) から増加し、過去最高額に達し

ています。

来年度以購も投資的経・嬬続き、

また借金にあたる市債については、地方

交付税の振り替えである臨時財政対策債が

増加した一方、市債合計は9 4 5 億円（一1 1 6

億円) と減少しました。しかしながら、市債

残高は1 兆2 ,  2 9 3 億円に増加（対前年度比+

4 3 4 億円）で、市民一人あたり8 1 . 4 万円と

なっています。また、国民健康保険事業など

の特別会計や、新都市整備事業などの企業

会計の市債残高を合わせると、市債残高は

2 兆1 0 3 億円（市民一人あたり1 3 3 万1 千円）

で、前年度の市民一人あたり1 3 1 万1 千円か

ら増加し、依然として高水準です。

一方、実質公債費比率（地方自治体におけ

る一般財源の規模に対する公債費の割合）

は2 0 1 3 年度の1 0 . 1 % から4 .  4 % へ減少、将

来負担比率（将来支払っていく可能性のあ

る負担等の現時点での残高を指標化し、将

来、財政を圧迫する可能性の度合いを示す

指標）も2 0 1 3 年度の9 4 .  6 % から5 6 .  4 % へと

減少しています。

公債費を岬し上げ財政を圧迫

これまで三宮再整備などで2 0 1 8 年度~

2 0 2 1 年度で投資的経費が6 4 4 億円~  8 8 5 億円

に達しています。また、市債発行でも建設地

方債2 0 1 8 年度3 1 3 憶円が2 0 1 9 年度に4 8 6 憶

円、2 0 2 0 年度には6 0 8 億円、2 0 2 1 年度は5 0 4

憶円と減少したものの、4 年間でほぼ倍増し

ています。今後、三宮再整備にかかる1 ，5 7 0

憶円、大阪湾岸道路延伸地元負担4 0 0 億円の

ほとんどが建設地方債で賄われることになり

ます。

一般会計は改善されつつも、義務的経費は

高止まっています。一番の要因は扶助費増

市債残高( 一般会計) の推移

で、人件費の削減や組織の見直しでは追い

つきません。今後も社会保障関係費は増え、

財政当局が2 0 2 6 年までに4 3 6 億円の収支不



足が出るとの見通しを明らかにしてますが、

この見通しには三宮再整備による投資増や大

阪湾岸道路延伸地元負担は考慮されていませ

 ん〇

今後、三宮再整備での投資（特に公共施設

再整備1 1 3 0 億円や大阪湾岸道路延伸直轄負担

分4 0 0 億円）は、2 0 2 5 年迄に集中することに

なり、多くが建設地方債になることから、毎

年の公債費を押し上げ、義務的経費比率を高

めることになります。今後さらに義務的経費

が高まれば、新たな施策に充当する一般財源

が枯渇することが予想され、今年度予算の事

務事業の見直しでは、経常的事業の見直しや

義務的経費を押し上げる人件費削減などが盛

り込まれており、特に、公園管理や道路補修

などでも起債の検討が明記されています。将

来のことを考えると扶助費だけでなく公債費

が増加し、財政圧迫の要因となります。
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市債残高に占める臨時財政対策債は、すで

に5 割近くに達し（別表参照）、コロナ禍で

国の地財特会の財源が大きく落ち込むことは

明らかで、今以上に地方交付税が臨時財政対

策債に置き換わることが予想されます。元利

償還金は地方交付税で措置されているといい

ながら、実質的な補填は行われておらす、こ

れも公債費を実質的に押し上げる要因になり

ます。

神戸市は事務事業の見直しで財源を確保す

るしていますが、既に大きな見直しは終わっ

ており、再度の敬老パスの見直し、スマート

自治体づくりが推し進められ、区役所窓口の

民間委託など住民サービスにかかわるものの

見直しが続くことが予想されます。三宮再整

備の新たな見直し、大阪湾岸道路建設事業の

事業年度を遅らせることなどが優先されるベ

きです。

9 / 2 4 (  土) 1 6 : 0 0 - 1 7 : 0 0

馨地下鉄・西神中央駅前

新型コロナ感染者は減少して吉ている

とは言え、神戸市では入院、自宅療養と

待機者が約2 万人、病床占有率も7 割近

くに達しており、まだまだ先が見えない

状況です。

9 月1 4 日から主に2 0 2 1 年度決算を

審議する定例市会が始まりましだ。国の

方針が動揺する中、自治体がコロナから

市民のし》のちと暮らしをどう守るかも問

われてし》る課題です。

9 月の市政報告会は、まだまだ残暑厳

しい中ですので、1 6 時スタートです。

9 月議会開会中のホットな審議状況も報

告します。ぜひご参加下さい。
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バリアいっぱいの地下鉄三宮駅エレベーターが拡張改修され9 月から運用

つなぐ議員団が、かねてから障がい者団

体から相談を受けていた地下鉄三宮駅のエ

レベーター狭小化問題で、神戸市はエレ

ベーターの室内を広くする追加工事を行い、

この9 月から供用が開始されました。

この問題は東改札口のエレベーターを、

老朽化のため、昨年3 月に油圧式から昇降

速度の速いロープ式に更新した際、神戸市

はカゴの幅を従来より3 0 c m 狭くして改修し

ましたが、改装後の箱が幅1 0 4  c m しかなく

「車いすが中で回転できない」「バックで出

ざるを得ないが後ろが見えず怖い」などの

苦情や相談がつなぐ議員団に寄せられてい

ました。

バリアフリー法では最低でも1 4 0 c m の幅が

必要で、当事者の声を聞かずに更新工事を

進めたことが根底にあります。会派では昨

年、この問題についての事実経過をきちん

と確かめることや、当事者抜きで動いてい

る当局の態度を抜本的に改めさせるため現

地を見学。また障がい者団体の皆さんも神戸

市に要望を出す中、昨年6 月の都市交通委員

会で、あわはら富夫議員が、箱が狭小化され

た経過や責任について追究、さらに当事者の

声を聞く仕組みを担保しておくべきだったの

ではと、質疑しました。

これに対し当局は、「申し訳なく反省して

いる。追加工事は利用者の声を丁寧に聞き進

めたい」と答弁、さらに「今後は当事者の声

を聞く仕組みを作っていきたい」と答弁し、

ェレベーター箱の拡張改修へ、また今後の当

事者の声を生かした施策展開へ大きな前進が

ありました。その後ェレベーター箱が拡張改

修され、このほど工事が終、了し、9 月から供
用が開始されました。9 月2 日には、議員団

のメンバーが、障が者団体のみなさんと一緒

に拡張改修されたエレベーターを見学しまし

た。 一
この問題に関しては、9 月4 日（日）の毎

日新聞朝刊にも詳しく掲載されました。

( 改修前のユレベ1 ―

ター。幅は僅か1 0 4  c m )

( 拡張改修後のエレベーター。車

いすも中で回転できるように）



令和4 年第2 回定例市会日程

( 5 )

月日 曜 時刻   区 分   摘 要

9 / 7 水 招集告示

£ 9 月議会]

9 / 1 4 水 午前1 0 時 本会議（開会）
・ー般議案……説明- ( 質疑）- * 付託
  - 決 算……説明のみ

1 5 木 } 常任委員会 決算質疑通告期限

1 6

1 7 +

1 8

1 9

2 0 火

2 1 水 午前1 0 時 本会議
・ー般議案……議決
  ・決 算……質疑

2 2 木 午前1 0 時 本会議   ・決 算……質疑一決算特別委員会設置一付託

2 3

卜決算特別委員会

ノ

> 局別審査

ノ

総括質疑

意見表明、意見決定

2 4 ・3 墾B

2 5

2 6

月

2 7 火

2 8 水

2 9 木
3 0 金

1 0 / 1

2
3 月

4

火

5

水

6
7

金

8
9

1 0

1 1 火

1 2 水
1 3

糸
1 4 金

1 5

1 6

1 7

月

午前1 0 時 本会議 - 追加議案……説明一（質疑）一付託

1 8 火

j - 常任委員会
一股く聞涌告期限

1 9 水
2 0

2 1 金
2 2 土
2 3  苗π函適

2 4

月

午前1 0 時 本会議 ・決算、追加議案……議決

2 5 火 午前1 0 時 本会議 ・ ー般質問

月議会 1 ( 予定)

1 1 / 2 8

月

午前1 0 時 本会議 ・議案……説明つ（質疑）一付託

2 9 火 卜常任委員会 一般質問涌告期限

. 3 0 水

1 2 / 1 木

2
3

 ・把

4 " 日 仁- . ' :

5 月

午前1 0 時 本会議 ・議案……議決

e

火 午前1 0 時 本会議 ・ー般質問

7

水 午前1 0 時 本会議（閉会） ・ー般質問
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決算特別委員会審査日程（案)

月日

曜

  摘 要

  9 , 2  1 水 本会議

2  2 木

本会議終了後（議場）

決算特別委貫会一I E 副委員長の互選、理事の選出、

  α 委員会の運営方法の協議、

分科会の審査日程の協議

2  3 金

2  4 土

2  5

2  6

月

  1 0 : 0 0  第1 分科会 選挙管理委員会・人事委員会・監査委員） 第4 委貝会室
  1 0 : 0 0  第2 分科会（水道局） 第2 委員会室

2  7 火
  1 〇: 〇〇 第1 分科会（企画調整局） 第4 委員会室
  1 0 : 0 0  第3 分科会（文化スポーツ局） 第2 委員会室

2  8 水
  1 0 : 0 0  第2 分科会（健康局） 第4 委員会室
  1 0 : 0 0  第3 分科会（こども家庭局） 第2 委員会室

  ' 2  9 木
  1 0 : 0 0  第1 分科会（交通局） 第2 委員会室
  1 0 : 0 0  第2 分科会( 福祉局) 第4 委員会室

3  0 金
  1 0 : 0 0  第1 分科会（都市局） 第2 委員会室
  1 0 : 0 0  第3 分科会（港湾局） 第4 委員会室

1 0 .  1 ヒ」:

2
; - ：：：

3 月

  1 0 : 0 0  第2 分科会（危機管理室・消防局） 第2 委員会室
  1 0 : 0 0  第3 分科会（経済観光局） 第4 委員会室

4 火   1 0 * 0 0  第1 分科会（建築住宅局） 第4 委員会室
  ! 〇：〇〇 第2 分科会（環境局） 第2 委員会室

5 水   1 0 : 0 0  第2 分科会（建設局） 第2 委員会室
  1 0 : 0 0  第3 分科会（教育委員会） 第4 委員会室

6 木

7

金

8
9

* に

1  0

:
月

1 1 火     1 0 : 0 0 委員会 総括質疑 議場

1  2 水

1  3 木
   1 1 ・0 0 委貝会 ；g : 見表明

議場
  1 4 ： 0 0 委員’会意見決定
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第2 回定例市会9 月議会終わる

磯^ ^ | ^ 一 議

9 月1 4 日から1 0 月2 5 日まで開かれて

いた、主に2 0 2 1 年度神戸市会計決算を審

議する第2 回定例市会9 月議会が終わり

ました。決算に対する本会議代表質疑は、

9 月2 2 日に小林るみ子議員が、①L G B T Q

支援②子宮頸がん対策③スマート区

役所④王子公園再整備について質疑し

ました。

また、決算特別委員会では連日各局審

査が行われました。各局審査における各議員

の質疑項目は別途掲載しています。そして1 0

月1 1 日には、香川真二議員が、①L G B T Q に関

する教員研修②H P V ワクチンの情報発信③

不登校支援について総括質疑を行いました。

また、最終日の1 0 月2 5 日には浦上忠文議員が、

「神戸の元気な将来像」について一般質問を行

いました。それぞれ質問要旨を別途掲載して

います。

1 . L G B T Q 支援について
つなぐ議員団は過日、L G B T Q 当事者の話

を聞く機会を持ったが、その折、私たちの

L G B T Q の理解の不十分さから、その方を傷

つけるようなことになった。そして今、会

派は、L G B T Q についての学び直しに力を入

れている。4 年前の本会議で、L G B T Q の方々

への寄り添った支援を求めたところ、市長

から「社会的な差別や偏見の解消を課題と

して挙げた上で、性の多様性に関する正し

い知識の普及のため、効果的な教育・啓発

を実施していく」との答弁があった。そこ

で質疑するが、神戸市でのこれまでの取り組み

状況についてお聞きする。

( 小原副市長）

L G B T Q に関する施策方針は、神戸2 0 2 5 ビジョ

ンで、世界に開かれた多様性のあるまちとし

て、L G B T Q などに対する市民意識の向上を図る

とともに、誰もが包摂され、個性と多様性を尊

重し、持てる力を発揮でき、支え合うことので

きるまちづくりを目指すことを掲げている。ま

た、市民福祉総合計画2 0 2 5 でも性の多様性に

ついての正しい知識と差別や偏見をなくすため

mailto:nsp-kobe@portnet.ne.jp
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の教育・啓発を実施していくこととしてる。

市職員向けの研修も実施し、教育現場でも組

織的な対応を行っている。またこの9 月より、

毎月第4 木曜日にL G B T Q 専門の電話相談を設

置し、当事者支援団体の協力を得て、悩みや

相談に対応している。今後、電話相談での相

談事例も参考にしながら、関係機関や専門家、

当事者支援団体との連携を含め、必要な施策

について検討していく。

( 小林議員・再質疑）

先日のL G B T Q 議員研修会でも役所の中でい

ろんな手続、書類の見直しが始められてると

いう項目があり、実は明石市のほうで既に2

年前に性別の記載欄のある様式を全て洗い出

す取組がされており、廃止可能が2 2 5 か所、不

可が1 4 8 というように聞いている。神戸市で

もまずそういう見直しを始めることができる

のではないか。さらに、この電話相談は第一

歩と考えるので、充実、周知は徹底してお願

いしたい。さらにできればリアル面談で話を

聞くような場を作っていく必要があり、そう

いう部署を神戸市としても作る必要があると

思うがどうか。

( 小原副市長）

神戸市でも、性別記載の必要性に関する調

査を庁内で実施したところで、老人医療費受

給者証等で性別の記載を廃止したところだ。

戸籍や住民票は市独自の判断で変更ができな

いが、条例に基づく印鑑証明書は平成2 4 年に

性別欄を削除し、今年度から市職員採用試験

の申込書も性別欄を廃止した。今後も性別に

ついて、性が多様性であることを念頭に置き

ながら適切に対応していく。また相談は、現

在のところL G B T Q も含め、人権推進課のほう

を窓口としており、特に今、大きな不都合は

生じていない。

2 . 子宮頸がん対策について
子宮頸がんの原因とされるウイルスは、

8  0  % の女性が一生に一度は感染すると言わ

れる。感染しても2 年以内に9 割が自然排

出され、がんにまで至る割合は感染者のわ

ずか0 . 1 5 % と言われている。また、日本人女

性に多いがんは、乳がん、大腸がん等で、罹

患率、死亡率共に、子宮頸がんは上位に入っ

ていない。子宮頸がんを防ぐため、検診を定

期的に受けることで、早期発見、早期治療が

可能だ。日本では、検診と衛生状況の改善に

より1  9 7 9 年以降、子宮頸がんによる死者を

減らしてきている。そこで質疑するが、子宮

頸がん予防対策について神戸市はどのよう

に考えているのか。

( 小原副市長）

子宮頸がん発症予防にはワクチン接種に

加え、検診の定期的受診が有効であり、検診

の必要性について積極的に啓発し、受診率

を向上させていく必要がある。神戸市では、

検診を2 年に1 回受診していただくよう、

2 0 歳以上の偶数年齢の女性を対象に実施し

ている。さらに、2 0 歳の女性の方には、子宮

頸がん検診の必要性等を記載した冊子と無

料の受診券を、さらに4 0 歳を迎える女性の

方には検診を含む各種がん検診の無料受診

券をそれぞれ個別に送付している。また、平

成2 6 年度から、2 0 歳の子宮頸がん検診の未

受診者に対して、無料受診券の有効期限内

に受診いただけるよう、個別にはがき送付

による再勧奨も行っており、予防接種の実

施と検診受診の啓発、この両輪で取り組ん

でいる。

( 小林議員・再質疑）

検諺で死亡率や罹患率を少なくすること

ができるという効果が検証、実証されてお

り、検診をかなり強く勧奨するべきと思う

がどうか。また、ワクチンで副反応が出て、

国と製薬会社を相手に裁判を起こしている

方が4 つの地裁で1 3 0 人いる。先日、会派学

習会の中で、その弁護士、支援者、医者と話

をする機会を持った。その方々は、まずは、

相談窓口を設置してほしいことと、接種後

の追跡調査をやってほしいと言われた。さ

らに、ワクチンは副反応も含めて、正しい情

報の周知とともに、定期検診の積極的勧奨、

これを併記して進めていただきたいと言わ

れたが、市としての考えは。
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( 小原副市長）

子宮頸がんの早期発見には、定期検診を受

診していただくのが非常に重要だと考えてお

り、受診勧奨と啓発という視点を持ってこの

検診事業を進めていきたい。また、ワクチン

の安全性は国のリーフレットで、また副反応

の相談支援体制を記載した通知文等もワクチ

ン接種の案内の中で送付している。検診のP

R については個別通知に併せて子宮頸がん検

診の案内チラシ等を同封し啓発している。今

後も予防接種と検診受診の啓発を子宮頸がん

対策の両輪として進めていきたい。またワク

チン等の副反応の相談ダイヤルを専門に設け

ており、必要に応じて対応を検討していく必

要があると思うが、今のところ、追跡調査ま

では考えいない。

( 小林議員・意見）

追跡調査は全員やっていただくことを強く

要望したい。

3 ・スマート区役所について
北神・兵庫区役所における民間への業務委

託が進められているが、職員が削減され、派

遣職員が増員されたものの、不慣れな仕事と

いうこともあり、定着率が低い状況が続いて

いる。その結果、待ち時間が長くなるなど、市

民サービスの低下につながっている。また、

戸籍関係の一部業務、保険年金課業務等々が

職員に十分な説明もなく、急遽市に戻された

り、見送られたりし、これらの業務は派遣職

員では十分に対応できないことも明らかに

なった。そこで質疑するが、こんな不安定な

状況のまま業務委託の全市展開は困難ではな

いかと考えるがどうか。

( 今西副市長）

保険年金医療課業務では、委託開始前後で

退職者発生や待ち時間が長くなるなどの課題

が見られたが、現在は大きな混乱なく運営で

きている。受託事業者では、従事者へのフォ

ロー体制の充実に努めており現在では委託業

務は混乱なく実施ができている。また委託事

業者数は増えているが、退職者の数は逆に

減ってきており想定の範囲内だ。待ち時間は

業務習熟度が増してきて時間短縮につながっ

ている。来庁者アンケートでも高い評価をい

ただけるようになっている。業務内容の見え

る化の過程も、内容の精緻なマニュアル化と

活用で、新たに参画する事業者の参入障壁も

下がる。全市への展開は、既に委託化してい

る区役所での知見を仕様書に反映し、円滑な

委託化を進めていく。

( 小林議員・再質疑）

実は1 0 年前に民間委託に踏み切った大阪

ではいろんな課題が出てきている。①職員と

派遣職員が混在する中、偽装請負の法的リス

クがある。これは結果としてサービスの低下

になり、時間を長引かせることにもつながる

と思うがどうか。②職員が窓口に立つことが

なく、住民が何を望んでいるのかつかめず行

政の政策立案機能が弱ってきている、さら

に、職員が端末処理に従事しないことによる

経験不足から、職員のスキル、ノウハウの継

承が困難になっているというがどうか。③3

年後に契約更新がされるが、入札が不調に

なったところもあると聞いている。そうする

と、窓口業務に再び混乱が起き、安定的に窓

口業務が機能しないという課題が、また派遣

職員の方が非常に多く委託料の増額という問

題も出てくるがどうか。

( 今西副市長）

偽装請負にならないことが重要で、国のガ

イドフインにも従って、仕様書やマニュアル

で役割分担を定め、受託事業者の責任者を通

じて業務のやり取りをしている。加えて、業

務上の調整などの必要なコミュニケーション

を図るため、週次、月次で市職員と受託事業

者が参加する定例会を実施している。市民か

ら頂いた意見は、打合せの中で委託業者から

聞き取り、施策に生かすことができる。役割

分担をした上で、職員のモチベーションを高

めながら、市民によりよいサービスが提供で

きるように頑張る。また、入札不調にならな

いよう、複数の事業者が参入をいただく環境

を整備することが重要で、委託業務の標準化



を行い、現行契約で培ったノウハウをマ

ニュアル化し事業者に提供することで、新

規事業者でも公募に参加しやすくなる工夫

をしていくことが大切だ。

( 小林議員・再質疑）

大阪では、委託範囲の再検討、縮小の検

討を始めているが、神戸市としては委託の

範囲の縮小は考えてないのか。

( 今西副市長）

今のところ大きな混乱なく運営できてお

り、全市展開は可能と考える。

4 . 王子公園再整備について
昨今、気候変動や地球温暖化、防災・減

災、動物福祉等が叫ばれており、王子公園

再整備は、都市公園・防災公園として総合

的な観点で再整備に臨むべきだと考える。

しかし昨年末、再整備計画素案が突然出さ

れ、「はじめに大学誘致ありき」のゾーニン

グだけの一方的な案だった。しかも、その

後の再素案、修正素案についても方向性は

変わらず、再整備に対してのビジョン・理

念が全く見えず、再整備計画の進め方に疑

問を感じる。提案の順番が間違っているの

ではないか。そこで質疑するが、この度の

再整備計画については、まずは「（仮）王子

公園・都市公園のあり方検討会」等を設置

し、専門家や市民参画のもと、改めて再整

備方針の策定をし直すべきと考えるがどう

 か。

( 久7 C 市長）

修正素案は、市民意見募集や意見交換会

でいただい意見も踏まえ、持続可能な神戸

の発展に資する再整備になるよう、五つの

基本目標を位置づけた。例えば、自然環境

や景観を大切にしながら、新たな原田の森

の創造を目指していくことを掲げ、地球温

暖化や気候変動など、S D G s の考え方にも続

くものだ。また動物福祉に十分配慮した展

示方法導入を、防災減災については広域防

災拠点の機能を強化し、避難場所や災害活

動の拠点として各施設の充実などを掲げて

いる。今後五つの基本目標の実現に向け再

整備を着実に進め、意見募集を行い、その

内容を踏まえた対応を行っていく。

( 小林議員・再質疑）

初めに大学誘致ありきで、ゾーニングだけ

が出てきたため、市民は驚いて、怒りを買っ

たという経緯がある。出し方が、順番が違っ

ていた。

先般出された修正素案を見ると、王子動物

園の魅力向上を基本目標の1 つとして掲げて

いるが動物福祉の観点から、敷地はもっと広

げるべきではないか。動物に対し自然に近い

生育環境となってくると、当然今の広さでは

無理だ。「初めに動物園ありき上ではないか

と思うがどうか。

( 油井副市長）

動物園のリニューアルに当たっては、老朽

化した獸舎の再編、再整備をするとともに、

動物福祉向上の観点が非常に重要だと考えて

おり、快適な飼育環境の整備や健康管理の実

施に努めていく必要がある。エリアの面積は

現状と同程度で不足があると考えておらず、

立体的な利用や面積もうまく活用していきた

 い。

( 小林議員・再質疑）

阪神・淡路大震災の折に公園は防災拠点に

なり、防災の視点でこの公園を考えたいとい

う声が意見がたくさん出ている。震災当時は

まず、広域避難所になり、復旧の時期は災害

救助隊の自衛隊が駐屯し、復興の時期には仮

設住宅が並んだ。公園の持つ防災機能に非常

に期待が高まり、震災以降、この公園緑地の

整備が始まった。防災の観点でこの公園の在

り方を考えることが第1 弾ではないかと思う

がどうか。

( 油井副市長）

ご指摘のとおり、王子公園は震災のときに

は避難場所や物資の配送、救援の活動の拠

点、また仮設住宅の建設など、復旧・復興の

拠点として重要な役割を果たしてきた。再整

備に当たり、公園の防災上の役割は十分認識

しており、5 つの基本目標の1 つとして広域

防災拠点の機能を記載している。再整備に当

たっては、南海トラフ地震などの大規模災害

を見据え、誘致する大学を含めた各施設の機

能分担・連携を図りながら、現在の防災機能

を維持・強化し、その機能を十分に発揮でき

るように検討していく。

( 小林議員・意見）

震災の教訓を生かし、防災の観点で公園の
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在り方を考えていただきたい。ぜひ在り方検

討会を設置して、市民や専門家を交えて、計

画のやり直し、再スタートをしていただくこ

とを要望したい。一方、灘区の市民グループ

が王子公園の未来はみんなで決めるというこ

とを合い言葉に、市民が作成した王子公園再

整備計画の対案を出す準備している。ぜひこ

の対案も受け入れていただき、検討会で検討

していただくことを強く要望する。

浦上忠文議員（無所圃）
・こども家庭局

学童保育における障害児受入加算と

要配慮児受入加算の併用について

2 . 少子化に対する取組について

・経済観光局

  1 . 六甲山の活性化について

  2 . 市外からの就農希望者の移住について

小林るみ子議員（新社会党）
・行財政局

1 . 就職氷河期世代への支援策について

  ① 採用人数、来年度採用予定について

  ② 就職氷河期世代への支援の窓口について

2  . 歴史公文書館の整備検討状況について

  ① 歴史・平和教育の拠点としての役割に

ついて

  ② 関係団体等との懇談について

* 選挙管理悉員会

  1 . 郵便投票制度の対象拡大と国への要望

について

  2 . 介護施設などの指定施設における

不在者投票について

♦ 企画調整局

  1 . 王子公園の再整備における政策決定過程

について

  2 . 男女共同参画の推進（働く女性への支援等)

  3 . 市役所内における男女共同参画課の設置

について

あわはら篇夫議罠（新社会党）
・文化スポーツ局

  1 . 中央区文化センターの運用について

  2 , 生田文化会館の暫定利用について

・港湾局

  1 . 須磨ヨットハ' ―ノ人―の管理の在り方

について

  2 . 神戸空港の国際化について

・教育委員会

  1 . 不登校対策について

  2 . 外国籍教員について

について
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富橋ひでのり議員（無所属）
・水道局

  1 . 経営の見通しについて

  2 . 「緊急経営改革」に伴う住民サービスの

低下について

  3 . 水管橋の点検について

・健康局

  1 . コロナ対策について

  2 . 猫の殺処分ゼロの取組について

  3 . ギャンブル依存症連携会議の進披につい

て

・幅祉局

1 . 「フードサポートこうベ」の成果につい

て

2 ・生活保護受給を希望される方への説明に

ついて

3 . 区役所の障害担当の窓口対応について

・危機管理室- 消防局

  1 . 備蓄物資について

  2 . 自宅療養者支援セットへの危機管理室の

主体的なかかわりについて

  3 . #  7 1 1 9 の運用による消防局の政策的効

果について

  4 . 救急通報の現状と需要増対策について

・環境局

  1 . 地球温暖化対策について

  2 . 捕獲した外来生物の受入れについて

・建設局

1 . 下水汚泥の活用について

2  . 垂水処理場の上部利用について

  3 . 誰もがみやすいハザードマップに向けた

工夫について

香川頁二議員（神戸志民算）
・交通局

  1 . 市バス路線の収支改善に向けた2 タッチ

データの活用について

  2 . 地下鉄の事業存続について

  3 . 一般会計からの補助拡充の働きかけに

ついて

  4 . 地下鉄海岸線沿線地域の活性化への取組

について

・都市局

  1 . 新長田南地区のまちづくりについて

  2 . 雲井通5 丁目再開発事業のリスクについ

て

  3 . 西神戸ゴルフ場を転活用した産業団地

整備事業について

  4 . 自動運転技術の活用に向けた取組みにつ

いて

  5 . ポートライナーからバスへの利用転換に

ついて

・建築住宅局

  1 . 市営住宅の鳩の糞被害について

  2 . 住宅管理人の制度と役割について

3  . 市営住宅の空き家活用について

  4 . 居住支援法人への市営住宅の提供につい

て
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⑺

1 ・L G B T Q に関する教員研修につい
て

近年、教育現揚におけるL G B T Q の児童生徒

への支援について社会的関心が高まる中、悩

みや不安を抱える児童生徒の良き理解者とし

て、まずは教職員自身が十分に知識・理解を

深める必要がある。本市では、適切な対応方

法等を整理した教職員のためのサポートブッ
クを全学校園に配布するとともに、すべての

教職員を対象に校内研修を実施してい5 と聞

くが、具体的にどのような方法で実施してい

るのか。

( 長田教育長）

教職員が正しい知識を理解し、児童・生徒

に寄り添った対応をすることは、大変重要

だ。指導指針の人権教育ハンドブックを作成

し、人権課題の1 つとして取り上げている。

研修ではL G B T Q に精通した専門家による監修

の下、セクシャルマイノリテイーサポート

ブックを作成をし校内研修に取り組んでお

り、今年度は性の多様性に係る児童・生徒の

理解と対応に関する動画教材を作成し、各校

での研修に活用している。

( 香川議員・再質問）

議員研修で聞いたが、クラスに1 人から2

人ぐらいはL G B T Q の生徒がいることや、いじ

め被害の経験をしている割合が高いなど、か

なり悩んだり苦しい状況があると思う。現場

での救いは、教職員が相談に乗ることだと思

うが、より質の高い研修を行っていただきた

い。文科省資料には、相談を受けた者だけで

抱え込むことなく、組織的に取り組むことが

重要であるとあるが、チームでサポートする

体制はどうなのか。

( 長田教育長）

学校がチームとして、組織として対応して

いくことが重要だ。L G B T Q についても、学校

でケース会議の場にスクールカウンセラーも

入り、教職員と同様に共有をすることに努め

ており、しっかり周知徹底を図り適切な対応

ができるよう取り組んでいく。

2 ・H P V ワクチンの情報発信につい
て

先日の代表質疑で本人や保護者がワクチ

ン接種について検討できるよう、案内にワ

クチンの有効性や安全性を記載していると

の答弁があったが、リスクについては限定

的に示されていると感じる。令和3 年の厚

労省専門家会議においても、「ワクチン接種

による有効性が副反応のリスクを上回ると

認められたが、引き続きワクチンの安全性

の評価を行っていく」と、接種によるリス

クも認められている。副反応等のリスクも

十分に理解した上で判断できるよう、メ

リット・デメリットの両論併記による情報

発信が重要であるが、本市の案内はリスク

の記載が不十分で、情報が不足していると

考えるがどうか。また、副反応は遅延して

発症したり、記憶障害や認知障害など全身

に発症すると言われており、これも案内に

入れて頂きたいがどうか。

( 小原副市長）

国は情報提供用として、ワクチンの有効

性や安全性を記載したリーフレットを作成

しており、国からはこのリーフレットの活

用が求められている。本市でも、予防ワク

チンの定期接種及びキャッチアップ接種の

対象者に対し、本人や保護者が御自身で接

種について検討を判断いただけるよう、国

のリーフレットをはじめ、円滑な接種に必

要な情報を記載した通知文とともに、個別

の接種券等を6 月から送付した。さらに市

のホームページでも国のリーフレットを掲

載し、接種対象者及び保護者が御自身で検

討・判断していただけるよう、情報提供に
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努めていく。ワクチン副反応の遅発性、広範

囲に起こることは、国でも検討会の中で議論

されていると聞いており、国の見解では、接

種との因果関係を疑う根拠に乏しいと評価さ

れているところだ。

( 香川議員・再質問）

茨城県牛久市ではホームページに、厚労省

の情報だけでなく小児学会や産婦人科学会、

H P V ワクチン東京訴訟の支援ネットワーク

の情報とか複数載せてる。一旦立ち止まって

自分で判断して、いろんな情報を取りにいけ

るようリンクを貼るとかどうか。

( 小原副市長）

牛久市のホームページ等について確認した

が、なかなかここまでの対応をしている自治

体は他にもあまり例がない。私どもは、やは

り国のほうが示されている標準的なリーフ

レット等を踏まえた情報をきちんと市民の方

にお届けし、また国の方でも、予防接種後の

健康状況調査についても全国的規模で行われ

ており、こういった情報についても注意深く

関心を持って見ていきたい。

( 香川議員・意見）

先日、ワクチンの後遺症の方からお話を聞

いたが、1 3 歳でワクチンを受け1 7 歳からや

る気が出ないとか、手足の力が入らないと

か、まぶしい症状が出てきたり、2 3 歳まで

ずっと家にこもっているような状況で、地獄

のような日々だったと言っていた。ぜひ、経

過観察で追っていただいて、情報をしっかり

と神戸市で収集して、後遺症で苦しんでいる

方もしっかりフォローをしていただい。

3 ・フリースクールへの公的支援に
フいて

教育機会確保法の制定を契機として、不登

校の児童生徒一人ひとりの状況に応じた支援

が必要とされており、学校復帰を目標とした

支援だけではなく、多様な学びの場の提供が

求められてぃる。本市では不登校児童生徒へ

の支援に関する現状と課題を検証し、支援の

改善・充実を図る観点から、「今後の不登校

支援のあり方に関する検討会」を立ち上げた

ところだが、7 月に実施された第1 回検討会

では、魅力ある学校づくりの重要性が指摘さ

れ、学校への登校を前提とした議論が中心に

なっている印象だ。子どもの選択肢. を広げ
るために、学校中心とした意識を抜本的に

見直し、多様な学びの場の充実を図るべき

ではないか。

( 長田教育長）

学校に登校するという結果のみを目標に

するのではなく、社会的自立を目指すため

に、フリースクールなど多様な教育機会が

あることを教職員が十分理解をし、適切な

支援につなげていくことが重要だ。現在開

催している検討委員会では、登校しやすい

環境整備と不登校の早期支援、2 つ目に不

登校児童・生徒への支援の充実、そして3

つ目には保護者サポート及び民間施設との

連携推進の3 つの事項を中心に順に検討を

進めている。フリースク・ールを含む教育機

会や支援方法について教職員の理解をさら

に深めていくとともに、検討委員会の意見

も踏まえ、総合的かつ体系的な不登校支援

策を構築し不登校支援の充実に努めていく。

( 香川議員・再質問）

神戸市内で今、2 ,  7 0 0 人ぐらい小・中学校

の不登校児がいるが、1 割が校内フリース

クール、1 割がフリースクールに行き、8

割はどこにも行けていないと聞いている。

フリースクールは月額3 万3 ,  0 0 0 円ぐらい

かかるが、8 割の中には、経済的理由から

フリースクールに通えなかったり、フリー

スクールは実際運営自体も大変だという話

も聞いおり、それらへの公的補助は考えら

れないか。

( 長田教育長）

現在、今後の総合的かっ体系的な不登校

支援の在り方について検討しているところ

で、その中でフリースクールについても、

国の動きを注視をしながら、望ましい支援

の在り方を検討していきたい。

( 香川議員・再質問）

市長に聞くが、フリースクールの必要性

をどのようにお考えか。また経済的理由で

通えないとか、フリースクールの運営自体

も大変な中で、全国の動きを見ると、公的

補助にっいて国は全然動いておらず、各自

治体で独自の財源を使って支援をしている

ところがかなり増えてきているがどうか。
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( 久元市長）

社会や人間関係が複雑になっている中で、

どうしても学校に行けない子供たちが存在す

るという現実は真正面から受け止めていかな

いといけない。現実にフリースクールが存在

をして、そこで一定の子供たちが学んでいる

わけで、フリースクールの実態や、どんな問

題が生じているのも行政として把握した上

で、対応を検討していくという姿勢も大事

だ。教育長から先ほど示されたとおり、まず

は教育委員会の考え方を受け止めて、市全体

としての対応を考えていかないといけない。

フリースクールが存在しているという現実は

しっかり受け止めなければいけないと考え

 る。

    及— こ " 財-  国謙 一 k  i  一一L L  ・ニ    ― 二

浦上忠文議貝・" " 賊貿問要S
    ▼ ・e w ™ M e W W I ^ R

~ 神戸の元気な将来像について~

私の人生の最大の目標は、貧しい人が世

の中から1 人でも少なくなったらいいとい

う事だ。近年、困っている人や途方に暮れて

いる人、様々な苦悩を抱えでいる人が見え

づらくなっていることが日本社会の問題だ。

昔は、地域の中で互いに声を掛け合い、支え

あう連帯感があったが、今はそれぞれが砂

粒のように孤立してしまっている。

こども食堂は、1 0 年前に東京都で初めて

立ち上がって以来、これまで全国で6 ,  0 0 0 箇

所に広がっており、こどもの貧困対策だけ

でなく地域の交流の場としても有効という

ことで注目を浴びている。コンビニの数ほ

どあってもよいと考えるが、神戸のこども

食堂の実態について伺いたい。あわせて、こ

ども食堂は、地域住民のづながりの場とし

て社会の元気を生み出す場所だと考えるが

市長の見解を伺いたい。

( 久元市長）

本市では、子どもの居場所づくりの全市

展開を進めており、全1 6 3 小学校区に子供の

居場所ができるよう進めている。今年9 月末

時点で市内2 2 5 ヶ所、1 1 7 校区において実施

をされており、2 2 5 ヶ所のうち1 5 1 ヶ所で子

供食堂が実施をされている。この取り組み

をさらに推進していくため、9 月補正予算で

子供の居場所づくりが立ち上がりにくい地

域における支援拡充も行った。子供食堂を

含む子供の居場所を多く作っていくことは

大変重要だと考えており、これまでの支援

策を検証しながらさらに取り組みを強化を

していきたい。

( 浦上議員・再質問）

この前から市長は大学を誘致することに

非常に関心をお持ちだが、誘致するなら子供

食堂大学という大学を神戸で作ったらどう

か。そこでは、こども食堂やこどもホスピス

などのこどものコミュニテイの場を中心に、

生活保護や障がい者福祉などの福祉施策全般

など、接々な社会の課題にっいて幅広く研究

し、社会を支え、貧困を超えて居場所と活躍

の場を与える仕組みを作りだす大学を作った

らどうか。

( 久元市長）

王子公園における大学誘致は、手続きを

しっかり踏み進めていき、公募の際には、公

募条件の中に地域に貢献をしていただくとい

うことを取り入れたい。市内の大学や高等教

育機関などでは子供の健やかな発育や成長に

ついては様々な教育研究が行われており、格

差が拡大をしていて、子供の貧困問題が現実

に存在しているということを十分踏まえ、そ

の知見をしっかりいただきながら、市内にお

けるこの子供の発育に対する支援、やはりこ

れを行政に反映させる取り組み行っていく。
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( 浦上議員・再質問）

私は別に王子公園に子供食堂大学を作れ

とは言っていない。実際に世の中で、全国的

には平均収入の2 分の1 以下の人が7 人に1

人ぐらい、シングル家庭では5 0 % ぐらいい

る。そういう家庭の子供を放置して、大学で

教育研究して、本当に困ってる人を助ける

ことになるかというのは私は疑問で、市長

はどう考えるか。

( 久元市長）

様々な大学で教育研究が行われているだ

けではなくて、学生の皆さんが今現実に起

きている地域課題の解決に、自分自身も役

に立ちたいと学習支援などの活動をされて

いる方が多くいることも事実で、学生の皆

さんの力も借りて一緒に支援していくこと

が大事だと思う。

( 浦上議員・再質問）

食事を提供するとか、あるいは学習支援

するとか、先ほど神戸市での取り組みを

おっしゃったが、これで本当に神戸で困っ

ている子供の何% を網羅されてると思われ

るか。

( 久元市長）

正直それはわからないが、子供の貧困問

題は、非常に深刻で、様々な政策を展開をす

ることで考えていかなければいけない。同

時に、これを支援する取り組みが市民の間

に広がり、また企業からの支援にも繋がっ

ていくようなサイクルを作っていぐというこ

とが重要ではないかと思う。

( 浦上議員・再質問）

子供食堂など本当に大学生が一生懸命やっ

て、教えてる人もいるが、そのことがもっと

もっと全国的に、全世界的に増えるなどの

きっかけを作ったらどうかというのが私の考

えだがこれは青年の夢みたいなものなのか。

( 久元市長）

今から5 0 年6 0 年前に比べ、昔は見えてたも

のが見えにくくなっている面があり、貧困家

庭の存在は見えにく くなっているという面が

ある。よって、どういうふうにその問題を発

見するのか、試行錯誤の面もあるが、やはり

アウトリーチをしていくことにより、そうい

う家庭の存在を発見をし、どういうふうに支

援を届けるのかを関係者がしっかり集まり議

論し、有効な手立てを考えていくことが重要

ではないかと思う。

( 浦上議員・意見）

何か頼りがいのある場所をたくさん作って

あげることが、貧しい子供たちに役に立つと

思う。そしてその人たちをもっと幅広く、み

んなを助けるような学問をする、私の唱える

子供食堂大学が日本中で有名になり、誰でい

つでも入れるような大学、市長と私も仕事を

終えたらまたその大学で学ぶというような、

そんな街になったらいいなということを申し

上げて終わる。

つなぐ議員団第1 5

0

街頭市政報告会のご案内

鬱1 1 月1 3  日( B ) 1 4 : 0 0 - 1 5 : 0 0

灘地下鉄名谷駅前
2 0 2 1 年度神戸市会計決算を審議する定例市会が終わりました。王子公園再整備、神

戸空港の国際化などで連日熱い議論が交わされてきました。今回の市政報告会では、

決算議会で明らかになった課題などを報告します。須磨区では初めての開催となりま

す。ぜひ参加下さい。
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